
 

 

 

 

 

 
 
 

８月１３日(水)１４日（木）の２日間、平郡東地区盆踊り大会に参加しました。この日
に向けて何回か練習した太鼓もたたかせていただき、平郡島のお盆は夏の思い出とな
りました。運動会同様、多くの方々が帰省され、あらためて特別な日に島に戻って来ら
れる「ふるさと」の良さを感じました。生まれたところ、育ったところにはいくつになって
も懐かしさとたくさんの思い出があります。久しぶりの家族や友、知人との再会、島の

食事、海水浴などたくさんの喜びや楽しみを味わわれたのではないでしょうか。 
さて、私は櫓の上でお二人の方と一緒に太鼓をたたかせていただきました。（２日目にはぶるぼんさ

んもいらっしゃいました）このお二人、大変気遣いをしてくださる方々で、初心者の私に励ましの言葉や
アドバイスをたくさんしてくださいました。また、たたく機会を増やしてくださり、たたきやすいように
口説きでリズムをとってくださいました。一方で、このお二人の太鼓は見事なばちさばきで、一打一

打が力強く、時に激しいアレンジを加え笑顔で楽しそうにたたいておられ、私は、ただただ圧倒され
るばかりでした。聞けば、平郡東中学校在学中に太鼓のたたき方や口説きを学び、練習をしていた
とのこと。きっと私にしてくださったように、お二人の若い時に周囲の大人や先輩方から同じように
指導を受け、励まされ太鼓や口説きの技術を磨かれたのでしょう。「毎回、太鼓を破っちゃろう、と思
ってたたきよるんですよ！」というその手は既にマメも破れて皮がむけ、この盆踊りへの熱い思い、
特別な思いが伝わってきました。今は１年にこの時期だけの太鼓だと思いますが、いくつになっても、

何年経っても体が覚えているのでしょう。平郡島の伝統文化は、私のようなちょっと練習したくらい
の者ではわからないほどの人々の思いや願い、歴史の中で多くの人々の関わりを通じて受け継が
れてきたものだと感じました。 
さて、平郡東小学校はコミュニティ・スクール（※１）です。コミュニティ・スクール（以下

コミ・スク）の３つの機能の中に【地域貢献】があります。平郡東小学校も「学校を核とし
た人づくり・地域づくり」を進め、子ども達に郷土愛、地域愛を育み、併せて地域の活性
化や地方創生を促す教育活動（地域貢献）に取り組んでいかなければなりません。 
一緒に太鼓をたたかせていただいたお二人のような人材を平郡島唯一の学校で、育てていかな

くてはなりません。残念ながら島にはお二人が学んだ中学校はありません。島の伝統文化を学校教
育の中で学ぶ機会は小学校だけに限られるかもしれません。櫓の上で太鼓をたたきながら、１０年
後２０年後…、子ども達二人が力強く張り切って太鼓をたたく姿を想像し、今小学校でできることは
何か、を考える機会でもありました。私は本当に楽しんだ２日間でした。（校長） 

 ※１）学校運営協議会を設置した学校のこと 山口県は全ての学校がコミュニティ・スクールです。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

8月 25 日(月)始業式 

9月 
１日(月)身体測定    １２日(金)地域参観日    

１８日(木)交流学習（柳東小）  ２４日(水)学校運営協議会＆授業公開（研修会） 

10月 ２日(木)交流学習（日積小） １４日(火)平郡東地区敬老会 １７日(金)薬物乱用ダメ、ゼッタイ教室 

11月 
３日(月)平郡東地区文化祭  ６日(木)避難訓練（地震・高潮）  

１４日(金)3 年生社会見学（山口市方面）  28 日(金)地域参観日（人権教育） 

12月 
５日(金)持久走大会 ２３日(火)個人懇談会 

２４日(水)終業式、冬休み 
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